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音楽はなぜ不協状態の生成とその修正の処理を行うのか、不協状態の有無の違いを明らかにするためにこ

の研究を行う。今回の発表では準固有和音という特殊な和音の有無によってどちらが長く聴いてもらえる

かを比較する。 
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１． 緒言 

現在、自動作曲に関係する研究が数々ある。例え

ば、遺伝的アルゴリズム[1]やメロディの確率的な

音高決定手法[2]という方法を利用している。また、

中には自動作曲システム自体[3]を研究している

人もいる。漫画の 1 シーンや AI、個人の感性、情

動表情、LSTM という環境を利用しているところ

がいくつかある。  

不協状態に相応する環境を生成した上で、それ

の解決法を提案しつつ自動作曲システムで作曲を

実行し、通常状態で作曲した結果とのちが違いを

明らかにすることを成功するために、この研究で

解明する。  

大学コンソーシアム八王子での発表では、自動

作曲ファイルを複数曲作成し、図 1 のような準固

有和音の有無のどちらがより長く聞いてあげられ

るかを比較する。 

 

 

図 1：準固有和音 

 

 

 

 

 

２．方法 

今回の研究では、Windows10 以降の相当する

PC やコンパイラ「csakura」、Visual Studio 2022

を使う。  

自動作曲ファイルを作成するためにはシステム

から output（数字）.mml を作成し、それを csakura

でコンパイルを行い、output（数字）.mid という

MIDI ファイルを作成する。それを繰り返し、自動

作曲ファイルを 6 曲（曲 1～曲 3 は準固有和音な

し、曲 4～曲 6 は準固有和音あり）作成する。  

その 6 曲を被験者であるサレジオ高専の生徒 7

人に聞いてもらい、曲 1～曲 6 の順で曲に聞き飽

きたら手を挙げる。被験者 7 人のうち 4 人が手を

上げたら終了する。その時点で聴いた時間を記録

する。 

自動作曲ファイル作成の仕組みは図 2、システム

全体図は図 3 の通りである。 
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図 2：自動作曲ファイル作成の仕組み 

 

図 3：システム全体図 

 

３．結果 

実験結果は表 1 の通りである。曲 1～曲 3 は準

固有和音なしの曲、曲 4～曲 6 は準固有和音あり

の曲である。 

 

表 1 実験結果 

使用する曲 結果（秒） 

曲 1 23.81 

曲 2 17.57 

曲 3 22.23 

曲 4 10.78 

曲 5 12.77 

曲 6 14.42 

 

 

 

 

 

４．結言 

 本研究では、準固有和音がない曲（曲 1～曲 3）

と準固有和音がある曲 （曲 4～曲 6）のそれぞれ

3 曲で構成される 2 つのグループがある。  

 表 1 から、被験者は準固有和音がない曲の方を

長く聴いてもらえた。  

 この結果から、それぞれのグループは曲の音程

が違うものの、雰囲気やメロディが似ている。ま

た、準固有和音を入れる確率が 50%と設定してい

るため、準固有和音が多すぎる。それら影響で準固

有和音があってもすぐに聞き飽きることにつなが

っていると考えられる。今回は準固有和音を入れ

る確率が 50%では準固有和音が多すぎたため、今

後は準固有和音を入れる確率を変更するなどの細

かい設定や条件を利用して、今回の研究より音楽

を長く聴いてもらえるように工夫したい。   
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（これらの文献は 2024 年 4 月 8 日に閲覧したも

のである。） 
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